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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置のルックアンドフィールを管理する方法であって、
　サーバから、指定のルックアンドフィールカスタマイズ（ＬＦＣ）要素設定、指定のデ
フォルトのＬＦＣ要素設定およびＬＦＣ要素設定の指定のパラメータのうちの少なくとも
１つを含む構成コマンドを受け取ることと、
　前記構成コマンドに従って前記端末装置の前記ルックアンドフィールを管理すること、
　を含み、
　前記構成コマンド内の前記指定のＬＦＣ要素設定は、前記端末装置のユーザが前記端末
装置の対応する指定のＬＦＣ要素設定を使用できるように活動化すること、前記端末装置
のユーザが前記端末装置の対応する指定のＬＦＣ要素設定を使用できないように非活動化
すること、前記端末装置のユーザが前記端末装置の対応する指定のＬＦＣ要素設定を変更
又は更新できないようにロックすること、または前記端末装置のユーザが前記端末装置の
対応する指定のＬＦＣ要素設定を変更又は更新できるようにロック解除すること、もしく
は、前記指定のＬＦＣ要素設定と一致する第２のＬＦＣ要素設定を設定すること、に用い
られ、
　前記構成コマンド内の前記指定のデフォルトのＬＦＣ要素設定は、デフォルトのＬＦＣ
要素設定を指定のデフォルトのＬＦＣ要素設定として設定する、ことに用いられ、
　前記構成コマンド内の前記ＬＦＣ要素設定の前記指定のパラメータは、前記端末装置の
対応するＬＦＣ要素設定の現在のパラメータを前記指定のパラメータに変更する、ことに
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用いられ、
　前記端末装置の前記ルックアンドフィールを管理することにおいて、前記指定のＬＦＣ
要素設定を含む前記構成コマンドに従って前記指定のＬＦＣ要素設定を活動化または非活
動化することのうちの、前記指定のＬＦＣ要素設定を非活動化することは、
　現在のＬＦＣ要素設定をデフォルトのＬＦＣ要素設定に変更すること、または
　前記指定のＬＦＣ要素設定の状態を現在の状態でないものとして設定し、前記デフォル
トのＬＦＣ要素設定の状態を現在の状態として設定すること、
　を含む、
方法。
【請求項２】
　前記端末装置の前記ルックアンドフィールを管理することにおいて、前記指定のＬＦＣ
要素設定を含む前記構成コマンドに従って前記指定のＬＦＣ要素設定を活動化または非活
動化することのうちの、前記指定のＬＦＣ要素設定を活動化することは、
　現在のＬＦＣ要素設定を前記指定のＬＦＣ要素設定に変更すること、または
　前記指定のＬＦＣ要素設定の状態を現在の状態として設定すること
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記端末装置の前記ルックアンドフィールを管理することにおいて、前記指定のＬＦＣ
要素設定を含む前記構成コマンドに従って、前記指定のＬＦＣ要素設定をロックまたはロ
ック解除することのうちの、
　前記指定のＬＦＣ要素設定をロックすることは、前記指定のＬＦＣ要素設定の状態をロ
ックされているものとして設定することを含み、
　前記指定のＬＦＣ要素設定をロック解除することは、前記指定のＬＦＣ要素設定の状態
をロック解除されているものとして設定することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末装置の前記ルックアンドフィールを管理することにおいて、前記指定のデフォ
ルトのＬＦＣ要素設定を含む前記構成コマンドに従って、デフォルトのＬＦＣ要素設定を
前記指定のデフォルトのＬＦＣ要素設定として設定することは、
　現在のデフォルトのＬＦＣ要素設定を前記指定のデフォルトのＬＦＣ要素設定に変更す
ること、または
　前記現在のデフォルトのＬＦＣ要素設定の状態を、デフォルトの状態でないものとして
設定し、前記指定のデフォルトのＬＦＣ要素設定の状態をデフォルトの状態として設定す
ること、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ルックアンドフィールカスタマイズ（Ｌｏｏｋ ａｎｄ Ｆｅｅｌ Ｃｕｓｔ
ｏｍｉｚａｔｉｏｎ）技術に関し、詳細には、端末装置のルックアンドフィール（外観）
を管理する方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オープンモバイルアライアンス（ＯＭＡ：Ｏｐｅｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ａｌｌｉａｎｃｅ
）におけるデバイス管理（ＤＭ：Ｄｅｖｉｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）規格は、新しく
策定された統一標準デバイス管理規格である。ＤＭ規格は、ＤＭサーバが端末装置を管理
するための機構を提供する。ルックアンドフィールカスタマイズ（ＬＦＣ）技術では、Ｄ
Ｍ規格が提供する機構を使って端末装置のルックアンドフィール（外観）をカスタマイズ
することができる。ユーザは、電話やネットワーク上の端末装置のための様々なルックア
ンドフィールをカスタマイズしてもよい。例えばユーザは、新しい映画のポスターを端末
装置の背景としてカスタマイズしてもよい。



(3) JP 5089708 B2 2012.12.5

10

20

30

40

50

【０００３】
　端末装置には、端末装置のルックアンドフィールをカスタマイズする機能を実施するた
めに、サーバからのコマンドを説明し、対応する処理を実行するＬＦＣクライアントが設
定されている。またＬＦＣ技術では、ＬＦＣサーバと端末装置に設定されたＬＦＣクライ
アントとの間の通信のための標準インターフェースも提供されている。標準インターフェ
ースは、ルックアンドフィールカスタマイズの操作およびルックアンドフィールカスタマ
イズの管理オブジェクトを含む。ルックアンドフィールカスタマイズの操作には、追加、
取得、置換および実行（Ｅｘｅｃ）が含まれる。ルックアンドフィールカスタマイズの管
理オブジェクトは２つの部分を含む。一方はＬＦＣ要素、すなわち、端末装置において管
理することのできるルックアンドフィール情報の種別である。ルックアンドフィール情報
の種別には、端末装置の主題、デスクトップ、スクリーンセーバおよび呼出し音が含まれ
る。他方は利用可能なＬＦＣ要素の値（すなわち設定）である。例えば端末装置の主題は
、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主題やＬｅｎｏｖｏの主題とすることが
できる。加えて、ルックアンドフィールカスタマイズの管理オブジェクトは、利用可能な
ＬＦＣ要素設定を活動化（ａｃｔｉｖａｔｅ）する活動化（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）操作
といった他の情報も含む。
【０００４】
　現在のところＬＦＣサーバは、ＬＦＣ技術を用いて端末装置のルックアンドフィールを
カスタマイズする基本的な機能を実施し得る。図１に、端末装置のルックアンドフィール
を管理する従来の標準インターフェースを例示する概略図を示す。図１に示すように、端
末装置のルックアンドフィールを管理する従来の方法では、ユーザは、様々な主題をカス
タマイズし、起動画像およびシャットダウン画像を設定し、埋め込みリンクおよび端末装
置の操作メニュースタイルを変更することができる。ＬＦＣサーバは、標準インターフェ
ースを介してＬＦＣクライアントに、ＬＦＣ要素および利用可能なＬＦＣ要素設定を含む
操作コマンドを送る。ＬＦＣクライアントは、操作コマンドを説明して対応する処理を実
行し、標準インターフェースを介してＬＦＣサーバに処理結果を送る。しかし、本発明の
発明者によれば従来のＬＦＣ技術には以下の欠点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－０４４３１０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　第１に、ＬＦＣサーバが端末装置のＬＦＣ要素設定を設定する場合、端末装置はＬＦＣ
要素設定を活動化し、同時に現在のＬＦＣ要素設定の更新を指示する。活動化と指示とい
う２つの操作のうちの一方だけしか正常に実行されない場合、端末装置が実際に使用する
ＬＦＣ要素設定は、端末装置がその更新を指示する現在のＬＦＣ要素設定と一致しなくな
る。
【０００７】
　加えてＬＦＣサーバは、端末装置のＬＦＣ要素設定を非活動化することもできない。非
活動化（ｄｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）とは、端末装置が以前使用していたＬＦＣ要素設定
を、それ以上端末装置に使用させないようにすることである。端末のためにユーザがカス
タマイズしたＬＦＣ要素設定の期限が切れた後、ＬＦＣサーバは、端末装置が期限切れの
ＬＦＣ要素設定を使用するのを停止することができず、ユーザカスタマイズサービスの正
常な展開に影響を及ぼす。
【０００８】
　第２に、ＬＦＣ要素が相互に関連し合う場合、ＬＦＣ要素のうちの１つがＬＦＣサーバ
によって活動化された後、その他のＬＦＣ要素は、それに対応しては変更されず、ＬＦＣ
サーバによって活動化することしかできない。例えば、端末装置の主題、デスクトップお
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よびスクリーンセーバは相互に関連し合うＬＦＣ要素であり、ＬＦＣサーバは、ＬＦＣサ
ーバが操作コマンドを使って端末装置の主題をＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌ
ｅの主題からＬｅｎｏｖｏの主題に変更した後、端末装置の現在のデスクトップをＷｉｎ
ｄｏｗｓ（登録商標）　ＭｏｂｉｌｅのデスクトップからＬｅｎｏｖｏのデスクトップに
変更し、端末装置の現在のスクリーンセーバをＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌ
ｅのスクリーンセーバからＬｅｎｏｖｏのスクリーンセーバに変更するために、操作コマ
ンドを再度送る必要がある。言い換えると、ＬＦＣサーバは、各ＬＦＣ要素間の関係を獲
得しなければならない。ＬＦＣ要素のうちの１つの変更する際に、ＬＦＣサーバは、ＬＦ
Ｃ要素に関連する他のＬＦＣ要素をそれに対応して変更し、変更しない場合には、端末装
置において相互に関連し合うＬＦＣ要素が相互に一致しなくなり、したがって端末装置に
不都合が生じることになり得る。しかし、これによってＬＦＣサーバの処理の複雑さが増
し、無線で転送される情報量が増大する。
【０００９】
　第３に、ＬＦＣサーバは、端末装置のＬＦＣ要素設定をロックすることができず、した
がって、端末装置の特定のＬＦＣ要素設定をロックすることができない。その結果、ユー
ザが特定のＬＦＣ要素設定を変更することを回避することができず、その後のユーザカス
タマイズサービスの展開に影響を及ぼすことになる。
【００１０】
　第４に、ＬＦＣサーバは、端末装置のＬＦＣ要素のデフォルト値を問い合わせることが
できない。例えば、ＬＦＣサーバは、端末装置のデフォルトの背景を問い合わせることが
できない。ユーザのカスタマイズした背景が１ヵ月の無料期間を有する背景である場合、
ＬＦＣサーバは、背景が１ヵ月間使用された後、ユーザがそれ以上背景を使用できなくす
るために、端末装置において背景を非活動化する。しかし、ＬＦＣサーバは端末装置のデ
フォルトの背景を問い合わせることができないため、ＬＦＣサーバは、ユーザがカスタマ
イズした無料の背景を非活動化する際に、端末装置の新しい背景を設定することができな
い。それによって、ユーザの背景画面に不具合が生じるおそれがあり、それがユーザによ
る端末装置の正常な使用に影響を及ぼし、したがってユーザにとってのサービス使用感の
劣化をもたらす。加えて、ＬＦＣサーバは、端末装置のブラウザのデフォルトアドレスと
いったＬＦＣ要素のデフォルト値を設定することもできず、このためカスタマイズサービ
スの展開が制限される。
【００１１】
　第５に、ＬＦＣサーバはＬＦＣ要素設定のパラメータを構成することができない。例え
ば、ＬＦＣサーバは端末装置の背景画面の構成を変更することができない。具体的には、
ユーザのカスタマイズした端末装置の背景が中央に表示するのに適したものであり、ユー
ザの携帯電話機における背景の構成がタイル表示である場合、ＬＦＣサーバはユーザの端
末装置の構成を変更することができないために、携帯電話機に表示される背景の見かけが
悪くなることもある。その結果、ユーザはカスタマイズサービスに満足せず、したがって
カスタマイズサービスの展開に影響を及ぼすことになる。
【００１２】
　以上から分かるように、従来のＬＦＣ技術では、端末装置のルックアンドフィールを管
理する機能のごく一部しか実施されず、それによってユーザのカスタマイズ使用感が影響
を受け、したがってカスタマイズサービスの展開が制限される。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一実施形態は、端末装置のルックアンドフィール全体を管理するための端末装
置のルックアンドフィールを管理する方法を提供する。
【００１４】
　本発明の一実施形態は、端末装置のルックアンドフィール全体を管理するための端末装
置のルックアンドフィールを管理する装置を提供する。
【００１５】
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　本発明の各実施形態による技術的解決は以下のように達成される。
【００１６】
　端末装置のルックアンドフィールを管理する方法は、
　サーバから、指定のデフォルトのＬＦＣ要素設定およびＬＦＣ要素設定の指定のパラメ
ータを含む指定のルックアンドフィールカスタマイズ（ＬＦＣ）要素設定のうちの少なく
とも１つを含む構成コマンドを受け取ること、ならびに構成コマンドに従って端末装置の
ルックアンドフィールを管理することを含む。
【００１７】
　端末装置のルックアンドフィールを管理する装置は、
　サーバと通信し、サーバから、指定のＬＦＣ要素設定、指定のデフォルトのＬＦＣ要素
設定およびＬＦＣ要素設定の指定のパラメータのうちの少なくとも１つを含む構成コマン
ドを受け取るように構成された転送モジュールと、
　構成コマンドに従って端末装置のルックアンドフィールを管理するように構成されたル
ックアンドフィール管理モジュールと
を含む。
【００１８】
　以上から分かるように、本発明の各実施形態による解決法を用いれば、サーバから構成
コマンドが受け取られ、構成コマンドは、指定のＬＦＣ要素設定、および／または指定の
デフォルトのＬＦＣ要素設定、および／またはＬＦＣ要素設定の指定のパラメータを含む
。したがって、端末装置のルックアンドフィールを、構成コマンドの指示に従って管理す
ることができる。例えば、構成コマンド内の指定のＬＦＣ要素設定に従ってＬＦＣ要素設
定が活動化、非活動化、またはロックされ、あるいは、構成コマンド内の指定のＬＦＣ要
素設定に従って関連するＬＦＣ要素設定が設定される。例えば、構成コマンド内の指定の
デフォルトのＬＦＣ要素設定に従ってデフォルトのＬＦＣ要素設定が構成される。別の例
としては、構成コマンド内の指定のパラメータに従って現在のＬＦＣ要素のパラメータが
変更される。それによって端末装置のルックアンドフィールの全般的管理が達成される。
【００１９】
　以下では本発明の各実施形態を、本発明の特徴および利点が当業者により明らかとなる
ように、添付の図面を参照しながら説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】端末装置のルックアンドフィールを管理するための従来の標準インターフェース
を示す概略図である。
【図２】本発明の一実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理するための標
準インターフェースを示す概略図である。
【図３】本発明の一実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理するための標
準インターフェースを示す概略図である。
【図４】本発明の一実施形態によるＬＦＣ要素設定を活動化する方法を示すフローチャー
トである。
【図５】本発明の一実施形態によるＬＦＣ要素設定をロックする方法を示すフローチャー
トである。
【図６】本発明の一実施形態によるデフォルトＬＦＣ要素設定を問い合わせ、構成する方
法を示すフローチャートである。
【図７】本発明の一実施形態によるＬＦＣ要素設定のパラメータを変更する方法を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理する装置を示
す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の各実施形態を、本発明の技術的解決法および利点がより明らかとなるように、
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添付の図面と合わせて以下で詳細に説明する。
　本発明では、ＬＦＣ要素は装置のＬＦＣ（例えば、スクリーンセーバ、受信データメッ
セージ通知、呼び出し側毎の呼び出し音など）の一つの特性である。ＬＦＣ要素設定は、
ＬＦＣ要素とこれに関連した値の組み合わせである。
【００２２】
　図２は、本発明の一実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理するための
標準インターフェースを示す概略図である。図２に示すように、本発明の一実施形態によ
る端末装置のルックアンドフィールを管理するための標準インターフェースは、主題やス
クリーンセーバといったＬＦＣ要素の様々な種別を区別するのに「ＬＦＣ要素種別」ノー
ドを使用する。
　図２及び図３において、多数のノードは、例えば、「ＬＦＣ要素種別（ＬＦＣ＿Ｅｌｅ
ｍｅｎｔ＿Ｔｙｐｅ）」ノード、「利用可能な値（Ａｖａｉｌａｂｌｅ＿ｖａｌｕｅ）」
ノード、「パラメータ（Ｐａｒａｍｅｔｅｒ）」ノードなどの、ゼロ又はそれ以上のイン
スタンスである。より詳細には、装置は複数のＬＦＣ要素種別を有する場合があり、装置
は、各ＬＦＣ要素種別に対して複数の値を有し得る。例えば、装置はスクリーンセーバ、
背景画、主題などを有し得、背景画はＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅ又はＬ
ｅｎｏｖｏなどであり得る。また、各ＬＦＣ要素設定に対しては、レイアウトや色なので
複数のパラメータが存在し得る。
【００２３】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素設定を活動化するのに「ＬＦＣ要素種別（ＬＦＣ＿Ｅｌ
ｅｍｅｎｔ＿Ｔｙｐｅ）」ノードの下の「活動化」ノードが使用される。「活動化」ノー
ドは、活動化操作を実行し、「活動化」ノードの下の「ＵＲＩ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：普遍的リソース識別子）」を現在の値として使
用するように構成されている。現在のＬＦＣ要素設定が「活動化」ノードによって変更さ
れるとき、ＬＦＣサーバは、まず、「活動化」ノードの下の「ＵＲＩ」を変更し、次いで
、Ｅｘｅｃコマンドを発行する。「活動化」ノードは、Ｅｘｅｃコマンドを受け取ると、
現在のＬＦＣ要素設定をＵＲＩが指示する値に変更する。
【００２４】
　この実施形態では、「ＬＦＣ要素種別」ノードの下の「現在の値（Ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｖ
ａｌｕｅ）」ノードが、端末装置の現在のＬＦＣ要素設定を指示する。例えば、現在のス
クリーンセーバが３次元キャラクタである場合、「現在の値」ノードの値は３次元キャラ
クタのＵＲＩである。「現在の値」ノードの値は、「活動化」ノードがＬＦＣ要素設定を
正常に変更した後で自動的に変更される。「活動化」ノードがＬＦＣ要素設定を変更でき
なかった場合、「現在の値」ノードの値は変更されないままである。したがって、「現在
の値」ノードの指示する値は、端末装置の実際の現在の値と一致し続ける。
【００２５】
　この実施形態では、「現在の値」ノードの下の「非活動化」ノードは、ＬＦＣ要素設定
を非活動化する。「非活動化」ノードは、非活動化操作、すなわち、「現在の値」ノード
が指示する値の使用を停止するように構成されている。「現在の値」ノードの指示する値
が非活動化された後で他のどんな値も活動化されない場合には、デフォルト値が現在の値
として設定されるはずである。
【００２６】
　この実施形態では、関連するＬＦＣ要素を変更するのに、「ＬＦＣ要素種別」ノード又
は「利用可能な値（Ａｖａｉｌａｂｌｅ＿ｖａｌｕｅ）」ノードの下の「関連パラメータ
（Ｒｅｌａｔｅｄ＿ｐａｒａｍｅｔｅｒ）」ノードが使用される。「関連パラメータ」ノ
ードの下には、パラメータおよび利用可能なＬＦＣ要素設定に関連付けられたパラメータ
値が設定される。例えば、端末装置の主題、背景およびスクリーンセーバは相互に関連し
合うＬＦＣ要素である。ＬＦＣ要素の種別が主題であり、主題の利用可能な値がＬｅｎｏ
ｖｏである場合、「利用可能な値」ノードの下の「関連パラメータ」は背景およびスクリ
ーンセーバであり、「関連パラメータ」の下の「詳細情報（Ｄｅｔａｉｌｅｄ＿ｉｎｆｏ
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ｒｍａｔｉｏｎ）」は、背景の値およびスクリーンセーバの値をＬｅｎｏｖｏとして示す
。現在の主題がＬｅｎｏｖｏに変更される必要がある場合、端末装置は、Ｌｅｎｏｖｏ主
題のパラメータを現在の主題のパラメータとして適用し、同時に「関連パラメータ」にお
けるＬｅｎｏｖｏ背景およびＬｅｎｏｖｏスクリーンセーバも変更される。ＬＦＣサーバ
は、背景およびスクリーンセーバの構成コマンドを、それぞれ端末装置に再度送る必要は
ない。
【００２７】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素設定のロックおよびロック解除を行うのに、それぞれ、
「現在の値」ノードの下の「ロック（Ｌｏｃｋｉｎｇ）」ノードおよび「ロック解除（Ｕ
ｎｌｏｃｋｉｎｇ）」ノードが使用される。「ロック」ノードは、ロック操作を実行する
ように、すなわち、「現在の値」ノードの値をロックしてユーザが現在のＬＦＣ要素設定
の値を変更できなくするように構成されている、言い換えると、現在のＬＦＣ要素設定の
内容は変更又は更新できない。「ロック解除」ノードは、ロック解除操作を実行するよう
に、すなわち、ユーザが現在のＬＦＣ要素設定の内容を変更することができるよう「現在
の値」ノードの値をロック解除するように構成されている。
【００２８】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素のデフォルト値を変更するのに「ＬＦＣ要素種別」ノー
ドの下の「デフォルト値（Ｄｅｆａｕｌｔ＿ｖａｌｕｅ）」ノードが使用される。「デフ
ォルト値」ノードは、ＬＦＣ要素のデフォルト値を指示するように構成されている。例え
ば、スクリーンセーバのデフォルト値は３次元パイプラインであり、「デフォルト値」ノ
ードの値は３次元パイプラインのＵＲＩである。ＬＦＣ要素のデフォルト値は、「デフォ
ルト値」ノードの値を変更することによって変更される。
【００２９】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素のパラメータを変更するのに「ＬＦＣ要素種別」ノード
の下の「パラメータ」ノードが使用される。「パラメータ」ノードは、ＬＦＣ要素の様々
なパラメータを指示するように構成されている。「パラメータ」ノードの下には「名称」
ノードおよび「値」ノードが設定されている。ＬＦＣ要素のパラメータは、「名称（Ｎａ
ｍｅ）」ノードの値および「値（Ｖａｌｕｅ）」ノードの値を変更することによって変更
される。
【００３０】
　加えてこの実施形態では、「利用可能な値」ノードの下に「属性（Ａｔｔｒｉｂｕｔｅ
）」ノードが加えられている。「属性」ノードは、利用可能なＬＦＣ要素設定の様々な属
性をさらに区別するために、ＬＦＣ要素がＬＦＣサーバによって構成されたものか、それ
ともユーザによって構成されたものかを指示するように構成された「ソース情報（Ｓｏｕ
ｒｃｅ＿ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）」ノードを含む。
【００３１】
　本発明の実施形態による標準インターフェースにおける他のノードは、当業者によく知
られた技術であり、本明細書では説明しない。
【００３２】
　前述の標準インターフェースの実施形態の説明から分かるように、ＬＦＣサーバは、「
活動化」ノードおよび「現在の値」ノードを使って端末装置の現在のＬＦＣ要素設定を正
確に獲得することができる。ＬＦＣ要素を変更するときに、ＬＦＣサーバは、「関連パラ
メータ」ノードを使ってＬＦＣ要素に関連する別のＬＦＣ要素を変更することができる。
ＬＦＣサーバは、「ロック」ノードおよび「ロック解除」ノードを使って、それぞれ、端
末装置のＬＦＣ要素設定のロックおよびロック解除を行うことができる。ＬＦＣサーバは
、「デフォルト値」ノードを使ってＬＦＣ要素のデフォルト値を問い合わせ、設定するこ
とができる。ＬＦＣサーバは、「パラメータ」ノードを使ってＬＦＣ要素のパラメータを
設定してもよい。本発明の実施形態に従えば、指定された値が現在のＬＦＣ要素設定を参
照し、デフォルト値がデフォルトのＬＦＣ要素設定を参照する。
【００３３】
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　図３は、本発明の一実施形態による、端末装置のルックアンドフィールを管理するため
の標準インターフェースを示す概略図である。図３に示すように、本発明のこの実施形態
による端末装置のルックアンドフィールを管理するための標準インターフェースは、主題
やスクリーンセーバといったＬＦＣ要素の様々な種別を区別するのに「ＬＦＣ要素種別」
ノードを使用する。
【００３４】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素設定を活動化または非活動化し、端末装置の現在のＬＦ
Ｃ要素設定を指示するのに、「属性」ノードの下の「現在」ノードが使用される。ＬＦＣ
サーバは、「現在」ノードの状態を変更することによって端末装置の現在のＬＦＣ要素設
定を変更する。例えば、ＬＦＣ要素が、Ｌｅｎｏｖｏを値とする背景であり、「値（Ｖａ
ｌｕｅ）」ノード又は「属性」ノードの下の「現在」ノードの状態が現在の状態として設
定されるものと仮定すると、端末装置の現在の背景はＬｅｎｏｖｏの背景に変更され、「
現在」ノードも、端末装置の現在の背景がＬｅｎｏｖｏの背景であると指示することがで
きる。Ｌｅｎｏｖｏの背景が非活動化されたとすると、「値」ノード又は「属性」ノード
の下の「現在」ノードの状態は現在の状態でないものとして設定される。
【００３５】
　ノードの状態を構成することは当分野ではよく知られた技術であり、本明細書では説明
しない。
【００３６】
　この実施形態では、関連するＬＦＣ要素を変更するのに、「ＬＦＣ要素種別」ノードの
下の「値」ノードの下の「関連パラメータ」ノードが使用され、「ＬＦＣ要素種別」ノー
ドの下の「パラメータ」ノードがＬＦＣ要素のパラメータを変更する。この実施形態にお
ける「関連パラメータ」ノードおよび「パラメータ」ノードの機能は、図２に示す実施形
態における「関連パラメータ」ノードおよび「パラメータ」ノードの機能と全く同じであ
り、ここでは説明しない。
【００３７】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素設定のロックおよびロック解除を行うのに、それぞれ、
「属性」ノードの下の「ロック」ノードが使用される。「ロック」ノードは、「値」ノー
ドで指示されているＬＦＣ要素設定がロックされているか否か指示するように構成されて
いる。ＬＦＣサーバが「ロック」ノードの状態をロックされているに変更した場合、「属
性」ノードに対応するＬＦＣ要素設定はロックされ、ユーザはＬＦＣ要素設定を変更する
ことができない。ＬＦＣサーバが「ロック」ノードの状態をロック解除されているに変更
した場合、「属性」ノードに対応するＬＦＣ要素設定はロック解除され、ユーザはＬＦＣ
要素設定を変更することができる。変更とは、ＬＦＣ要素設定の内容に対する修正、又は
現在のＬＦＣ要素設定の他の設定との交換を意味する。
【００３８】
　この実施形態では、デフォルトのＬＦＣ要素設定を変更するのに「属性」ノードの下の
「デフォルト」ノードが使用される。「デフォルト」ノードは、「値」ノードにおいて指
示されているＬＦＣ要素設定がＬＦＣ要素種別のデフォルト値として使用されるかどうか
指示するように構成されている。そうである場合、「デフォルト」ノードの状態はデフォ
ルト状態であり、そうでない場合、「デフォルト」ノードの状態はデフォルトでない状態
である。したがってＬＦＣサーバは、ＬＦＣ要素のデフォルト値を問い合わせることがで
きる。ＬＦＣサーバに端末装置のＬＦＣ要素のデフォルト値を設定する必要がある場合、
対応する「デフォルト」ノードの状態が変更される。ＬＦＣ要素の種別がスクリーンセー
バであり、「値」ノードの値が３次元パイプラインであるものと仮定すると、ＬＦＣサー
バに３次元パイプラインを端末装置のデフォルトスクリーンセーバとして設定する必要が
ある場合には、「値」ノードの下の「デフォルト」ノードの状態は、デフォルトでない状
態からデフォルト状態に変更される。
【００３９】
　加えてこの実施形態では、利用可能なＬＦＣ要素設定の様々な属性をさらに区別するた
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めに、「ソース」ノードが、ＬＦＣ要素設定がＬＦＣサーバによって構成されたものか、
それともユーザによって構成されたものか指示するように構成されている。
【００４０】
　前述の標準インターフェースのこの実施形態の説明から分かるように、ＬＦＣサーバは
、端末装置の現在のＬＦＣ要素設定を正確に獲得し、「現在」ノードを使ってＬＦＣ要素
設定を活動化し、非活動化することができる。ＬＦＣサーバは、「ロック」ノードを使っ
て端末装置のＬＦＣ要素設定をロックし、ロック解除することができる。第１のＬＦＣ要
素を変更するとき、ＬＦＣサーバは、「関連パラメータ」ノードを使って、第１のＬＦＣ
要素に関連する別のＬＦＣ要素を変更することができる。ＬＦＣサーバは、「デフォルト
値」ノードを使ってデフォルトのＬＦＣ要素設定を問い合わせ、設定することができる。
ＬＦＣサーバは、「パラメータ」ノードを使ってＬＦＣ要素のパラメータを設定してもよ
い。
【００４１】
　図２および図３に示す標準インターフェースは本発明の実施形態による標準インターフ
ェースの例にすぎず、本発明を限定するためのものではない。本発明の一実施形態による
端末装置のルックアンドフィール全体を管理することのできる標準インターフェースは、
本発明の保護対象範囲内に含まれるものである。
【００４２】
　以下では、本発明の一実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理する方法
を、図２および図３に示す標準インターフェースに基づいて詳細に説明する。以下の各実
施形態においては、便宜上、ＬＦＣサーバを略してサーバという。
【００４３】
　図４は、本発明の一実施形態によるＬＦＣ要素設定を活動化する方法のフローチャート
である。この実施形態では、サーバが端末装置の主題を活動化し、同時に主題に関連する
ＬＦＣ要素を活動化する。この実施形態では、端末装置が携帯電話機であり、主題に関連
するＬＦＣ要素が背景およびスクリーンセーバであるものと仮定する。以下で、図４に示
す、本発明の一実施形態による端末装置のＬＦＣ要素設定を活動化する方法を説明する。
【００４４】
　４１：サーバが携帯電話機に現在のＬＦＣ要素を獲得するためのコマンドを送る。
【００４５】
　現在のＬＦＣ要素設定を獲得するためのコマンドは、ＬＦＣ要素の指定の種別を含む。
この実施形態では、ＬＦＣ要素の指定の種別は主題である。
【００４６】
　４２：携帯電話機がサーバに現在の主題を送る。
【００４７】
　この実施形態では携帯電話機の現在の主題がＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌ
ｅの主題であるものと仮定すると、携帯電話機の「現在の値」ノードはサーバに、現在の
主題、すなわちＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主題を送る。
【００４８】
　具体的には、図２に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別は主題であり、
「ＬＦＣ要素種別」ノードの下の「現在の値」ノードが携帯電話機の現在の主題を提供す
る。図３に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別は主題であり、Ｗｉｎｄｏ
ｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅという値を有する「値」ノードの下の「現在」ノードが
携帯電話機の現在の主題を提供する。
【００４９】
　４１および４２は、サーバがすでに携帯電話機の現在の主題を獲得している場合には、
省略されてもよい。
【００５０】
　４３：サーバが携帯電話機に、利用可能なＬＦＣ要素設定（すなわち、ＬＦＣ要素の利
用可能な値を獲得するためのコマンドを送る。
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【００５１】
　ＬＦＣ要素の指定の種別は、ＬＦＣ要素の利用可能な値を獲得するためのコマンドに含
まれている。この実施形態では、ＬＦＣ要素の指定の種別は主題である。
【００５２】
　４４：携帯電話機がサーバに主題の利用可能な値を送る。
【００５３】
　携帯電話機の主題の利用可能な値がＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅおよび
Ｌｅｎｏｖｏであるものと仮定すると、携帯電話機はサーバに、主題の利用可能な値、す
なわちＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　ＭｏｂｉｌｅおよびＬｅｎｏｖｏを送る。
【００５４】
　具体的には、図２に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別は主題であり、
「ＬＦＣ要素種別」ノードの下の「利用可能な値」ノードが携帯電話機の利用可能な主題
の値を提供する。図３に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別は主題であり
、「値」ノードが携帯電話機の利用可能な主題の値を提供する。
【００５５】
　４３および４４は、サーバが携帯電話機の利用可能な値を格納しており、またはすでに
携帯電話機の利用可能な値を獲得している場合には、省略されてもよい。
【００５６】
　４３および４４は、サーバが構成コマンドによって端末装置の主題を非活動化する場合
には、省略されてもよい。
【００５７】
　４５：サーバが携帯電話機に構成コマンドを送る。
【００５８】
　サーバは上記プロセスの後に携帯電話機の現在の主題を獲得しており、これ以後は、利
用可能な主題の値の中から現在の主題以外の主題を選択し、選択した主題を携帯電話機の
新しい主題として設定してもよい。
【００５９】
　この実施形態ではサーバによって携帯電話機に指定される主題がＬｅｎｏｖｏの主題で
あるものと仮定すると、構成コマンドに含まれるＬＦＣ要素の指定の値は、指定の主題の
値、すなわちＬｅｎｏｖｏである。
【００６０】
　具体的には、図２の標準インターフェースでは、サーバは「活動化」ノードの下の「Ｕ
ＲＩ」を構成コマンド内のＬｅｎｏｖｏの主題のＵＲＩに変更し、同時にＥｘｅｃ（実行
）コマンドを送る。
【００６１】
　図３に示す標準インターフェースでは、構成コマンドにおいてサーバは、状態を、Ｌｅ
ｎｏｖｏの値を有する「値」ノードの下の「現在」ノードの現在の値に変更し、Ｗｉｎｄ
ｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの値を有する「値」ノードの下の「現在」ノードの状
態を「現在ではない（ｎｏｎ　ｃｕｒｒｅｎｔ）」に変更する。
【００６２】
　４６：携帯電話機が現在の主題を活動化する。
【００６３】
　携帯電話機は、サーバから構成コマンドを受け取ると、Ｌｅｎｏｖｏの主題を現在の主
題として活動化する。
【００６４】
　具体的には、図２に示す標準インターフェースでは、携帯電話機がサーバから構成（ｃ
ｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）コマンドを受け取った後で、「活動化」ノードがＬｅｎｏｖ
ｏの主題を現在の主題として設定する。携帯電話機は、Ｌｅｎｏｖｏの主題が正常に活動
化された場合には、同時に「現在の値」ノードの値も変更して、携帯電話機の現在の主題
をＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主題からＬｅｎｏｖｏの主題に変更する
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。
【００６５】
　図３に示す標準インターフェースでは、携帯電話機は、Ｌｅｎｏｖｏの主題の「現在」
ノードの状態を使用可能の状態として設定し、同時に、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍ
ｏｂｉｌｅの主題の「現在」ノードの状態を現在の状態でないとして設定し、したがって
、携帯電話機の主題が変更される。
【００６６】
　サーバが、Ｌｅｎｏｖｏの主題を活動化する操作だけを実行する場合には、４５および
４６だけが実行される。
【００６７】
　４７：携帯電話機が、現在の主題に関連する背景およびスクリーンセーバを活動化する
。
【００６８】
　携帯電話機がＬｅｎｏｖｏの主題を現在の主題として活動化した後、主題に関連するＬ
ＦＣ要素は背景およびスクリーンセーバであるため、携帯電話機は、背景およびスクリー
ンセーバを携帯電話機の主題の構成と一致させるために、これらをそれぞれＬｅｎｏｖｏ
として活動化する。
【００６９】
　図２に示す標準インターフェースまたは図３に示す標準インターフェースにおいて、Ｌ
ｅｎｏｖｏの背景およびスクリーンセーバは、Ｌｅｎｏｖｏの主題の下の「関連パラメー
タ」ノードに事前設定されている。Ｌｅｎｏｖｏの主題を活動化するときに、端末装置は
、Ｌｅｎｏｖｏの背景を携帯電話機の背景として活動化し、Ｌｅｎｏｖｏのスクリーンセ
ーバを携帯電話機のスクリーンセーバとして活動化する。
【００７０】
　携帯電話機は、サーバが構成コマンドによって端末装置の主題を非活動化する場合には
、４７で現在の主題に関連する背景およびスクリーンセーバを非活動化する。詳細な実施
方法は、端末装置の主題を活動化するための実施方法と同じであり、ここでは説明しない
。
【００７１】
　４８：携帯電話機がサーバに操作結果を送る。
【００７２】
　携帯電話機は、主題、および主題に関連する背景およびスクリーンセーバを活動化する
と、サーバに操作結果を送る。
【００７３】
　図５は、本発明の一実施形態によるＬＦＣ要素設定をロックする方法のフローチャート
である。この実施形態では、サーバが端末装置の現在の主題をロックし、同時に主題に関
連するＬＦＣ要素もロックする。この実施形態では、端末装置が携帯電話機であり、主題
に関連するＬＦＣ要素が背景およびスクリーンセーバであるものと仮定して、以下で、図
５に示す、本発明の一実施形態による端末装置のＬＦＣ要素設定をロックする方法を説明
する。
【００７４】
　５１～５２：詳細な実施方法は、図４に示す実施形態の４１～４２の実施方法と同じで
あり、ここでは説明しない。
【００７５】
　５３：サーバが携帯電話機に構成コマンドを送る。
【００７６】
　サーバによりロックすべきであると指示される主題はＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍ
ｏｂｉｌｅの主題である。構成コマンドはＬＦＣ要素の指定の値を含み、含まれる指定の
値は主題の指定の値、すなわちＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅである。
【００７７】
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　図２に示す標準インターフェースでは、サーバが「現在の値」ノードの下の「ロック」
ノードの「ＵＲＩ」を、構成コマンド内のＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの
主題のＵＲＩに変更する。図３に示す標準インターフェースでは、サーバがＷｉｎｄｏｗ
ｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅという主題の値を有する「属性」ノードの下の「ロック」
ノードの状態をロック状態に変更する。
【００７８】
　５４：携帯電話機が現在の主題をロックする。
【００７９】
　携帯電話機は、サーバから構成コマンドを受け取ると、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　
Ｍｏｂｉｌｅの主題をロックする。
【００８０】
　図２に示す標準インターフェースでは、携帯電話機がサーバから構成コマンドを受け取
り、「ロック」ノードを使ってＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主題が直接
ロックされる。図３に示す標準インターフェースでは、携帯電話機がＷｉｎｄｏｗｓ（登
録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主題の「属性」ノードの下の「ロック」ノードの状態を、ロッ
ク状態として設定する。
【００８１】
　５５：携帯電話機が、現在の主題に関連する背景およびスクリーンセーバをロックする
。
【００８２】
　携帯電話機は、現在の主題、すなわちＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主
題をロックした後で、携帯電話機の主題の構成と一致させるために現在の背景およびスク
リーンセーバをロックする。というのは、背景およびスクリーンセーバが主題に関連する
ＬＦＣ要素だからである。
【００８３】
　図２に示す標準インターフェースまたは図３に示す標準インターフェースでは、Ｗｉｎ
ｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの背景およびＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂ
ｉｌｅのスクリーンセーバは、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの主題の下の
「関連パラメータ」ノードに事前設定されている。主題をＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　
Ｍｏｂｉｌｅの主題としてロックするときに、端末装置は、主題に関連するＬＦＣ要素を
ロックする。すなわち、背景をＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅの背景として
ロックし、携帯電話機のスクリーンセーバをＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）　Ｍｏｂｉｌｅ
のスクリーンセーバとしてロックする。
【００８４】
　５６：携帯電話機がサーバに操作結果を送る。
【００８５】
　携帯電話機は、主題、ならびに主題に関連する背景およびスクリーンセーバをロックす
ると、サーバに操作結果を送る。
【００８６】
　本発明の一実施形態において、ＬＦＣ要素の指定の値をロック解除する方法は、ＬＦＣ
要素の指定の値をロックする方法と同じであり、ここでは説明しない。
【００８７】
　図６は、本発明の一実施形態によるデフォルトのＬＦＣ要素設定を問い合わせ、構成す
る方法のフローチャートである。この実施形態では端末装置が携帯電話機であり、サーバ
が携帯電話機のブラウザのデフォルト値を変更するものと仮定して、以下で、図６に示す
、本発明の一実施形態によるデフォルトのＬＦＣ要素設定を構成する方法を説明する。
【００８８】
　６１：サーバが携帯電話機にデフォルト値を獲得するためのコマンドを送る。
【００８９】
　デフォルト値を獲得するためのコマンドは、サーバによって指定されたＬＦＣ要素の種
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別を含む。この実施形態では、デフォルト値を獲得するためのコマンドに含まれるＬＦＣ
要素の指定の種別はブラウザである。
【００９０】
　６２：携帯電話機がサーバにブラウザのデフォルト値を送る。
【００９１】
　この実施形態では、携帯電話機のブラウザのデフォルト値がａｂｏｕｔ：ｂｌａｎｋペ
ージであるものと仮定すると、携帯電話機はサーバに、ブラウザのデフォルト値、すなわ
ちａｂｏｕｔ：ｂｌａｎｋページのデフォルト値を送る。
【００９２】
　図２に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別はブラウザであり、ブラウザ
の下の「デフォルト値」ノードが携帯電話機のブラウザのデフォルト値を提供する。
【００９３】
　図３に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別はブラウザであり、ａｂｏｕ
ｔ：ｂｌａｎｋページのデフォルト値を有する「値」ノードの下の「デフォルト」ノード
の状態がデフォルト状態であり、「デフォルト」ノードが携帯電話機の現在のブラウザ、
すなわちａｂｏｕｔ：ｂｌａｎｋページのブラウザを提供する。
【００９４】
　６１および６２は、サーバがすでに携帯電話機のブラウザの現在の値を獲得している場
合には、省略されてもよい。
【００９５】
　６３：サーバが携帯電話機に、ＬＦＣ要素の利用可能な値を獲得するためのコマンドを
送る。
【００９６】
　この実施形態では、ＬＦＣ要素の利用可能な値を獲得するためのコマンドがＬＦＣ要素
の指定の種別を含み、指定の種別はブラウザである。
【００９７】
　６４：携帯電話機がサーバにブラウザの利用可能な値を送る。
【００９８】
　この実施形態では、携帯電話機のブラウザの利用可能な値がＣｈｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅ
（中国移動通信）のホームページおよびａｂｏｕｔ：ｂｌａｎｋページであるものと仮定
すると、携帯電話機はサーバに、ブラウザの利用可能な値、すなわちＣｈｉｎａ　Ｍｏｂ
ｉｌｅのホームページおよびａｂｏｕｔ：ｂｌａｎｋページを送る。この実施形態におい
てブラウザの利用可能な値を送る携帯電話機の方法は、図４に示す実施形態における４４
の方法と同じであり、ここでは説明しない。
【００９９】
　６５：サーバが携帯電話機に構成コマンドを送る。
【０１００】
　サーバは上記プロセスによって携帯電話機のブラウザの利用可能な値を獲得し、またサ
ーバは、利用可能な値の中からブラウザのデフォルト値を選択し、携帯電話機のブラウザ
のデフォルト値を変更してもよい。
【０１０１】
　この実施形態では、サーバは、Ｃｈｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅのホームページを携帯電話機
へブラウザのデフォルト値として指定しており、したがって、構成コマンドに含まれるＬ
ＦＣ要素の指定のデフォルト値はＣｈｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅのホームページである。
【０１０２】
　サーバはまた、ユーザのカスタマイズしたページを、携帯電話機のブラウザの利用可能
な値として設定し、そのページを携帯電話機のブラウザのデフォルト値として指定しても
よい。
【０１０３】
　６６：携帯電話機がブラウザのデフォルト値を変更する。
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【０１０４】
　携帯電話機は、サーバから構成コマンドを受け取ると、ブラウザのデフォルト値をＣｈ
ｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅのホームページとして設定する。
【０１０５】
　図２に示す標準インターフェースでは、携帯電話機は、サーバから構成コマンドを受け
取ると、携帯電話機のブラウザのデフォルト値をＣｈｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅのホームペー
ジに直接変更する。
【０１０６】
　図３に示す標準インターフェースでは、サーバから構成コマンドを受け取ると、携帯電
話機は、Ｃｈｉｎａ　Ｍｏｂｉｌｅのホームページの値を有する「値」ノードの下の「デ
フォルト」ノードの状態をデフォルト状態として設定し、ａｂｏｕｔ：ｂｌａｎｋページ
の値を有する「値」ノードの下の「デフォルト」ノードの状態をデフォルト状態でないも
のとして設定する。
【０１０７】
　６３～６６は、サーバが携帯電話機のブラウザのデフォルト値を問い合わせるだけにす
ぎない場合には、省略されてもよい。
【０１０８】
　６７：携帯電話機がサーバに操作結果を送る。
【０１０９】
　携帯電話機は、ブラウザのデフォルト値を変更すると、サーバに操作結果を送る。
【０１１０】
　サーバは、上記プロセスによって携帯電話機のブラウザのデフォルト値を設定し得る。
【０１１１】
　サーバは、ユーザが端末装置のブラウザのデフォルトページを変更する必要がある場合
、上記プロセスによってユーザの要求を満たすことができる。したがってサービスの適用
範囲が拡大される。
【０１１２】
　加えてサーバは、６１および６２によって携帯電話機のブラウザのデフォルト値を問い
合わせてもよい。
【０１１３】
　ユーザが１ヵ月の無料期間を有する背景をカスタマイズするものとし、背景の期限が切
れた場合に、サーバはユーザの端末装置の背景のデフォルト値を問い合わせて、ユーザが
カスタマイズした背景を取り消す際に、ユーザの端末装置の背景としてデフォルト値を設
定してもよい。したがって、端末装置の背景の不具合が回避され、ユーザに利便性がもた
らされる。
【０１１４】
　図７は、本発明の一実施形態によるＬＦＣ要素のパラメータを変更する方法のフローチ
ャートである。この実施形態では、端末装置が携帯情報端末（ＰＤＡ）であり、サーバが
ＰＤＡの背景のレイアウトを変更するものと仮定して、以下で、図７に示す、本発明の一
実施形態によるＬＦＣ要素のパラメータを構成する方法を説明する。
【０１１５】
　７１：サーバがＰＤＡにパラメータを獲得するためのコマンドを送る。
【０１１６】
　パラメータを獲得するためのコマンドは、ＬＦＣ要素設定の指定のパラメータを含む。
ＬＦＣ要素の指定のパラメータは背景のレイアウトである。
【０１１７】
　７２：ＰＤＡが背景の現在のレイアウトを送る。
【０１１８】
　ＰＤＡの背景のレイアウトが引き延ばされているものと仮定して、ＰＤＡがサーバに背
景のレイアウトを送る。
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【０１１９】
　図２に示す標準インターフェースでは、ＬＦＣ要素の種別は背景であり、背景の下の「
パラメータ」ノードが携帯電話機の現在のパラメータを提供する。図３に示す標準インタ
ーフェースでは、ＬＦＣ要素の種別は背景であり、背景の「値」ノードの下の「パラメー
タ」ノードが携帯電話機の現在のパラメータを提供する。
【０１２０】
　７１および７２は、サーバがすでにＰＤＡの背景のレイアウトを格納している場合には
、省略されてもよい。
【０１２１】
　７３：サーバがＰＤＡに構成コマンドを送る。
【０１２２】
　サーバは、上記プロセスによってＰＤＡの背景の現在のレイアウトを獲得し、構成コマ
ンドによって背景の現在のレイアウトを変更する。この実施形態では、ＰＤＡの背景のレ
イアウトのためにサーバによって指定されるパラメータは、背景のレイアウトを、中央揃
えとして指示する。サーバはＰＤＡに、構成コマンドに含まれる指定のパラメータを送る
。
【０１２３】
　７４：ＰＤＡが背景の現在のレイアウトを変更する。
【０１２４】
　携帯電話機は、サーバから構成コマンドを受け取ると、背景のレイアウトを中央揃えの
レイアウトに変更する。
【０１２５】
　図２に示す標準インターフェースまたは図３に示す標準インターフェースでは、携帯電
話機は、「パラメータ」ノードの下の「名称」ノードの値をレイアウトに変更し、「パラ
メータ」ノードの下の「値」ノードの値を中央揃えに変更する。
【０１２６】
　加えてＬＦＣ要素のパラメータは、ＬＦＣ要素がサーバによって構成されたものか、そ
れともユーザによって定義されたものか指示するためのソース情報も含む。この実施形態
では、ＰＤＡは、背景の現在のレイアウトを中央揃えのレイアウトに変更するときに、レ
イアウトのソース情報をサーバによって構成されたものとして設定する。
【０１２７】
　７５：ＰＤＡがサーバに操作結果を送る。
【０１２８】
　ＰＤＡは、背景のレイアウトを変更すると、サーバに操作結果を送る。
【０１２９】
　サーバは、上記プロセスによって、ＰＤＡの背景のレイアウトを能動的に変更し得る。
【０１３０】
　ユーザがカスタマイズした背景画像の解像度が低く、中央揃えのレイアウトに適合され
る場合、サーバは、前の背景のレイアウトが引き延ばされていた場合には、ＰＤＡの背景
を変更する前に、ＰＤＡの背景のレイアウトを中央揃えのレイアウトに変更する。したが
って、ユーザは、よりよい表示効果を有する背景画像を直接獲得することができ、ユーザ
の背景画像カスタマイズの使用感が改善される。
【０１３１】
　上記実施形態は、端末装置のルックアンドフィールを管理する方法の好ましい実施形態
にすぎず、本発明を限定するために使用するものではない。本発明の実施形態を用いれば
、端末装置の他のＬＦＣ要素を変更することもでき、端末装置は、携帯電話機やＰＤＡ以
外の、ＬＦＣ技術において適用可能な端末装置とすることもできる。
【０１３２】
　上記の端末装置のルックアンドフィールを管理する方法に基づき、以下で、本発明の一
実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理する装置を詳細に説明する。
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【０１３３】
　図８は、本発明の一実施形態による端末装置のルックアンドフィールを管理する装置を
示す概略図である。図８に示すように、この実施形態による装置は、サーバと通信し、装
置自体のＬＦＣ要素を管理する。図８に示すように、本発明の一実施形態による端末装置
のＬＦＣ要素を管理する装置は、ルックアンドフィール管理モジュール８１と、転送モジ
ュール８２とを含む。
【０１３４】
　転送モジュール８２は、サーバと通信してサーバから構成コマンドを受け取るように構
成されている。構成コマンドは、ＬＦＣ要素の指定の値、および／またはＬＦＣ要素の指
定のデフォルト値、および／またはＬＦＣ要素の指定のパラメータを含む。
【０１３５】
　ルックアンドフィール管理モジュール８１は、構成コマンドに従って端末装置のルック
アンドフィールを管理し、転送モジュール８２にフィードバック情報を送るように構成さ
れている。転送モジュール８２はサーバにフィードバック情報を転送する。
【０１３６】
　ルックアンドフィール管理モジュール８１は、活動化モジュール８１１、非活動化モジ
ュール８１２、ロックモジュール８１２、関連モジュール８１４、デフォルト値モジュー
ル８１５、パラメータ構成モジュール８１６のうちの少なくとも１つを含む。
【０１３７】
　活動化モジュール８１１は、構成コマンドに含まれるＬＦＣ要素の指定の値を活動化す
るように構成されている。
【０１３８】
　非活動化モジュール８１２は、構成コマンドに含まれるＬＦＣ要素の指定の値を非活動
化するように構成されている。
【０１３９】
　ロックモジュール８１３は、構成コマンドに含まれるＬＦＣ要素の指定の値をロックま
たはロック解除するように構成されている。
【０１４０】
　関連モジュール８１４は、ＬＦＣ要素間の関係を格納し、構成コマンドに含まれるＬＦ
Ｃ要素の指定の値に関連するＬＦＣ要素の値を変更するように構成されている。
【０１４１】
　デフォルト値モジュール８１５は、ＬＦＣ要素のデフォルト値を、構成コマンドに含ま
れる指定のデフォルト値に変更するように構成されている。
【０１４２】
　パラメータ構成モジュール８１６は、ＬＦＣ要素のパラメータの構成を格納し、ＬＦＣ
要素のパラメータを、構成コマンドに含まれる指定のパラメータに変更するように構成さ
れている。
【０１４３】
　上記各実施形態から分かるように、本発明の各実施形態による技術的解決法には以下の
利点がある。
【０１４４】
　第１に、ＬＦＣサーバが端末装置のＬＦＣ要素設定を正常に活動化した後で、端末装置
の現在のＬＦＣ要素設定の指示が変更される。言い換えると、ＬＦＣサーバがＬＦＣ要素
設定を活動化するのに失敗した場合、現在のＬＦＣ要素設定の指示は引き続き元のＬＦＣ
要素を指示する。したがって、端末装置が実際に使用するＬＦＣ要素設定と端末装置が指
示する現在のＬＦＣ要素設定とが異なる状況が回避される。
【０１４５】
　加えてＬＦＣサーバは端末装置のＬＦＣ要素設定を非活動化してもよく、したがってＬ
ＦＣサーバは、ユーザが端末装置のためにカスタマイズしたＬＦＣ要素設定の使用期限が
切れた場合に、端末装置が期限切れのＬＦＣ要素設定を使用するのを防ぐことができる。
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る。
【０１４６】
　第２に、ＬＦＣサーバがＬＦＣ要素を変更した後、端末装置は、ＬＦＣ要素に関連する
他のＬＦＣ要素を変更することができる。したがって、ＬＦＣサーバによる処理の複雑さ
が実質的に低減され、無線で転送されるべき情報量が低減される。
【０１４７】
　第３に、ＬＦＣサーバは、端末装置のＬＦＣ要素設定をロックすることができる。その
結果、ユーザは特定のＬＦＣ要素設定を変更することができず、ユーザのカスタマイズサ
ービスの展開がさらに改善される。
【０１４８】
　第４に、ＬＦＣサーバは端末装置のＬＦＣ要素のデフォルト値を問い合わせることがで
きる。したがって、ＬＦＣサーバは、ＬＦＣ要素設定を非活動化すると、ユーザに端末装
置を正常に使用させるためにＬＦＣ要素設定をデフォルト値に回復することができ、それ
によって、ユーザのサービス使用感が改善される。また、ＬＦＣサーバは、端末装置のＬ
ＦＣ要素のデフォルト値を設定することもでき、端末装置のルックアンドフィールをカス
タマイズする機能が増大し、ＬＦＣ要素のデフォルト値の変更を求めるユーザの要求が満
たされる。
【０１４９】
　第５に、ＬＦＣサーバは、ＬＦＣ要素設定のカスタマイズを求めるユーザの要求に従っ
て、端末装置のＬＦＣ要素設定のパラメータを変更することができる。したがって、ユー
ザにより豊富な使用感が提供され、端末装置のルックアンドフィールの展開が改善される
。
【０１５０】
　要約すると、本発明の実施形態による技術的解決法を用いれば、端末装置のルックアン
ドフィール全体を管理することができ、したがって、ユーザのカスタマイズ使用感が改善
され、カスタマイズサービスの展開が改善される。
【０１５１】
　以上は、本発明の好ましい実施形態であるにすぎず、本発明の保護範囲を限定するため
のものではない。本発明の原理によるすべての変更、等価の置換および改善は、本発明の
保護範囲に含まれるものである。
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